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　ホ
テ
ル
到
着
後
、
希
望
者
に
は

温
泉
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
待
っ

て
い
る
方
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
正
午
か
ら

支
部
長
の
挨
拶
、
副
支
部
長
の
乾

杯
で
宴
会
が
始
ま
り
、
食
事
や
お

酒
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

合
間
で
ビ
ン
ゴ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
の
ビ
ン
ゴ
大
会
は
沢
山

の
景
品
を
揃
え
、
１
回
の
ビ
ン
ゴ

で
は
景
品
が
余
り
、
そ
の
余
っ
た

景
品
で
抽
選
会
を
行
い
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

致
し
ま
し
た
。

　本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
文
：
前
口
二
三
子
）

JAグループ通信P9

健康直送便P14

JA 春の新車フェア
　のご案内P15

ワンポイントアドバイス
～外国人実習生と住居

　～制度活用とお金のはなし～
P12➡P13

オホーツクはまなす積立貯金旅行
熱血！青年部
「ペットボトルでバター作り体験」＆
　「ホットミルク・
　　ミルクランドグッズ無料配布」

P7

P11 JA2MPアプリのご案内

P10 ロータリー等を装着したまま
公道走行が可能になりました！

P16 頭の体操 ! ! 数独 ! !
編集後記P8

年
金
友
の
会
上
渚
滑
支
部

『
新
年
会
』
開
催

　今
年
は
、
う
ど
ん
、
お
し
る
こ
、
お
好
み
焼
き
等
、
前
日
か
ら
女
性

連
絡
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
料
理
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

奥
様
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
男
性
陣
が
う
ど
ん
作
り
を
行
い
、
和

気
あ
い
あ
い
と
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
食
事
を
行
い
、
そ

の
後
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
大
変
賑
や
か
に
収
穫
感
謝
祭
を
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　林
会
長
の
挨
拶
に
あ
っ
た
「
子

ね
ず
み

年ど
し

に
凶
作
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を

信
じ
、
今
年
度
、
益
々
の
各
作
物
の
豊
作
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
：
阿
部

　匠
）

　１
月
18
日（
土
）、
滝
上
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
会
員
及
び
家
族
・

長
屋
町
長
・
岩
野
専
務
な
ど
関
係
機
関
を
含
め
計
31
名
の
参
加
の
も
と
、

畑
作
振
興
会
収
穫
感
謝
祭
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

●表紙
青年部 流氷まつりバター作り体験

　１
月
15
日（
水
）
に
38
名

の
参
加
に
よ
り
滝
上
の「
ホ

テ
ル
渓
谷
」
に
て
新
年
会

を
実
施
致
し
ま
し
た
。

畑
作
振
興
会
収
穫
感
謝
祭
の
開
催

理事会の動き
読者の声

2３月の運勢３月の運勢
モナ・カサンドラ

【全体運】 上昇運です。周りの様子を見ながらゆったり進めましょう。いい感じでまとまり、
あなたへの信頼も深まります

【健康運】無理は禁物です。疲れたら早めに休んで
【幸運の食べ物】フキのとう
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　総
会
に
は
、
会
員
15
名
、
来
賓
に
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
永
峰

組
合
長
、
紋
別
市
役
所
産
業
部
農
政
林
務
課
石
田
課
長
、
よ
つ
葉
乳

業
㈱
オ
ホ
ー
ツ
ク
北
見
工
場
酪

農
担
当
相
澤
主
任
、
北
海
道
オ

ホ
ー
ツ
ク
振
興
局
網
走
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
坂
口
係
長
が

出
席
さ
れ
、
下
立
牛
地
区
久
保

和
也
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
全

て
の
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
は
そ
の
場
で

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
オ
ー
ド

ブ
ル
等
を
囲
み
な
が
ら
、
今
後

の
酪
農
情
勢
や
地
域
の
課
題
等

に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
盛
会
の
内
に
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

　次
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

地
域
の
声
を
第
一
と
し
、
会
員

一
人
ひ
と
り
の
農
業
経
営
に
還

元
し
て
い
け
る
よ
う
な
事
業
活

動
を
積
極
的
に
提
案
・
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

（
文
：
國
塚

　一
希
）

紋別市南瓜生産部会
　・紋別市てん菜振興会
　　　定期総会開催
上渚滑農業振興会
　第 22 回通常総会 開催

P3
紋別市農畜産業振興クラスター協議会
　本別町・中札内村視察研修
地元学校給食に
　『オホーツクはまなす牛』提供 !!

P6

年金友の会 上渚滑支部
　『新年会』開催
畑作振興会収穫感謝祭の開催

P2 P4 上渚滑支部
　女性部 パン作り

P5
第 26 回
　オホーツクJA女性部大会・
　　家の光大会開催

　来
賓
の
方
々
に
は
永
峰
組
合
長
を
始
め
、
株
式
会
社
モ
リ
タ
ン
平
井

社
長
、
ホ
ク
レ
ン
て
ん
菜
業
務
課
長
、
北
海
道
糖
業
紋
別
事
務
所
長
等

２
つ
の
部
会
合
わ
せ
て
10
名
の
方
々
に
御
出
席
頂
き
ま
し
た
。
両
総
会
と

も
、
協
議
事
項
す
べ
て
の
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
は
和

気
あ
い
あ
い
と
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
営
農
活
動
に
向
け
て
前
向
き
な
意

見
交
換
を
し
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　新
た
な
年
度
が
始
ま
り
、
農
作
業
が
始
ま
る
時
期
に
入
り
ま
す
が
、

大
成
果
に
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
：
阿
部

　匠
）

定
期
総
会
開
催

　２
月
３
日（
月
）、
紋
別
オ
ホ
ー
ツ
ク
パ
レ
ス
に
て
紋
別
市
南
瓜
生
産

部
会
・
紋
別
市
て
ん
菜
振
興
会
の
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

上
渚
滑
農
業
振
興
会

第
22
回
通
常
総
会
開
催

　２
月
７
日（
金
）、
上
渚
滑
農
業
振
興
会
第
22
回
通
常
総
会
が
上

渚
滑
支
所
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

紋
別
市
南
瓜
生
産
部
会
・
紋
別
市
て
ん
菜
振
興
会

3
【全体運】 良好です。疎遠だった人とも連絡が取れ、うれしいニュースも。近距離の旅行にもツキが。お花見の計

画を立てて
【健康運】体力アップのチャンス。運動量を増やして
【幸運の食べ物】サワラ
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極
的
に
提
案
・
展
開
し

て
参
り
ま
す
。

（
文
：
國
塚

　一
希
）

紋別市南瓜生産部会
　・紋別市てん菜振興会
　　　定期総会開催
上渚滑農業振興会
　第 22 回通常総会 開催

P3
紋別市農畜産業振興クラスター協議会
　本別町・中札内村視察研修
地元学校給食に
　『オホーツクはまなす牛』提供 !!

P6

年金友の会 上渚滑支部
　『新年会』開催
畑作振興会収穫感謝祭の開催

P2 P4 上渚滑支部
　女性部 パン作り

P5
第 26 回
　オホーツクJA女性部大会・
　　家の光大会開催

　来
賓
の
方
々
に
は
永
峰
組
合
長
を
始
め
、
株
式
会
社
モ
リ
タ
ン
平
井

社
長
、
ホ
ク
レ
ン
て
ん
菜
業
務
課
長
、
北
海
道
糖
業
紋
別
事
務
所
長
等

２
つ
の
部
会
合
わ
せ
て
10
名
の
方
々
に
御
出
席
頂
き
ま
し
た
。
両
総
会
と

も
、
協
議
事
項
す
べ
て
の
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
は
和

気
あ
い
あ
い
と
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
営
農
活
動
に
向
け
て
前
向
き
な
意

見
交
換
を
し
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　新
た
な
年
度
が
始
ま
り
、
農
作
業
が
始
ま
る
時
期
に
入
り
ま
す
が
、

大
成
果
に
な
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
文
：
阿
部

　匠
）
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総
会
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催

　２
月
３
日（
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）、
紋
別
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ク
パ
レ
ス
に
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別
市
南
瓜
生
産
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会
・
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市
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の
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総
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た
。
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会

第
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催
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金
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渚
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農
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振
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会
第
22
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通
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総
会
が
上

渚
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支
所
に
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開
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れ
ま
し
た
。

紋
別
市
南
瓜
生
産
部
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・
紋
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市
て
ん
菜
振
興
会

3
【全体運】 良好です。疎遠だった人とも連絡が取れ、うれしいニュースも。近距離の旅行にもツキが。お花見の計

画を立てて
【健康運】体力アップのチャンス。運動量を増やして
【幸運の食べ物】サワラ

女
性
部
パ
ン
作
り

●
上
渚
滑
支
部

女
性
部
パ
ン
作
り

　１
月
28
日
（
火
）、紋
別
市
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
に
て
、

女
性
部
上
渚
滑
支
部
料
理
講
習
会
が
行
わ
れ
、
部
員
12

名
・
事
務
局
１
名
の
計
13
名
で
パ
ン
作
り
を
し
ま
し
た
。

　パ
ン
作
り
は
２
回
工
程
で
行
い
ま
し
た
。
材
料
を
捏

ね
て
出
来
上
が
っ
た
生
地
は
か
な
り
の
量
で
し
た
が
、

ク
リ
ー
ム
パ
ン
・
あ
ん
ぱ
ん
・
塩
パ
ン
・
レ
ー
ズ
ン
パ
ン
・

ベ
ー
コ
ン
エ
ビ
風
パ
ン
・
食
パ
ン
の
５
種
類
を
手
際
よ

く
成
型
さ
れ
、
３
０
０
個
以
上
の
パ
ン
を
作
り
ま
し
た
。

大
量
に
並
ん
だ
焼
き
立
て
の
パ
ン
は
圧
巻
で
し
た
！
た

く
さ
ん
の
パ
ン
を
持
ち
帰
り
、
ご
家
族
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

　皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
文
：
佐
藤

　明
奈
）

生地の材料
・強力粉 ……… 12kg
・卵 …………… 38個
・牛乳 …………… 6ℓ
・バター ………2.4kg
・砂糖 ……………2kg
・塩 …………… 180g
・生イースト … 500

4
【全体運】 予定通りに進まずイライラすることが。でも、下旬には解消。連絡の悪さは小まめな確認でカバーしま

しょう
【健康運】以前やっていた健康法を復活させると◎
【幸運の食べ物】春キャベツ
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。
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並
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焼
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立
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圧
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！
た

く
さ
ん
の
パ
ン
を
持
ち
帰
り
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ご
家
族
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喜
ん
で
い

た
だ
け
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で
は
な
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で
し
ょ
う
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　皆
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疲
れ
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し
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（
文
：
佐
藤

　明
奈
）

生地の材料
・強力粉 ……… 12kg
・卵 …………… 38個
・牛乳 …………… 6ℓ
・バター ………2.4kg
・砂糖 ……………2kg
・塩 …………… 180g
・生イースト … 500

4
【全体運】 予定通りに進まずイライラすることが。でも、下旬には解消。連絡の悪さは小まめな確認でカバーしま

しょう
【健康運】以前やっていた健康法を復活させると◎
【幸運の食べ物】春キャベツ

【家の光記事活用部門】
紋別支部 千葉眞喜子氏
「おしゃれなかぶりもの」

【手芸部門】
紋別支部 矢口二美氏＆上渚滑支部部員
「鶴の箸袋」「実用性のあるエコ折り紙」

【手芸部門】
滝上支部部員

「クラフト壁飾り」

【手芸部門】紋別支部部員
「きめこみパッチワーク
『クリスマスオーナメント』」

第
26
回

  

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・

家
の
光
大
会
開
催

　令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）〜
５
日（
水
）、
網
走
市
「
網
走

湖
荘
」
に
て
第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・
家
の
光

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
９
名
が
参
加
、
大
会
で
は
３
ヶ
年
毎
に
女
性

部
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
本
年
度
で
終
了
分
の
経
過
報
告
並

び
に
次
年
度
か
ら
の

申
し
合
わ
せ
事
項
の

決
定
、
各
種
報
告
・
発

表
・
講
演
・
研
修
を
こ

な
し
、
各
Ｊ
Ａ
女
性
部

員
達
と
交
流
を
深
め

研
修
し
て
参
り
ま
し

た
。
作
品
展
で
は
力
作

揃
い
で
、
当
Ｊ
Ａ
は
残

念
な
が
ら
優
秀
賞
は

逃
し
て
し
ま
い
し
た

が
、
多
く
の
方
に
見
て

頂
き
ま
た
。

（
文
：
大
関

　孝
子
）

5
【全体運】 ハプニング運ですがラッキー要素もいっぱい。予想外のことを楽しむ気持ちが開運につながります。臨

機応変に
【健康運】何でもやり過ぎず規則正しくを心掛けて
【幸運の食べ物】カラシナ
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【健康運】何でもやり過ぎず規則正しくを心掛けて
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　１
日
目
は
、
本
別
町
に
あ
る
㈱
本
別
町
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。
同
社
は
Ｈ
29
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
整
備
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
30
年
９
月
よ
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
供
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
同
時
に
コ
ン
ト
ラ
会
社
（
Ｊ

Ａ
の
子
会
社
）
も
設
立
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
の
ミ
キ

シ
ン
グ
か
ら
配
送
及
び
収
穫
作
業
は
コ
ン
ト
ラ
含
む

外
部
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
配
送
方
式
は
二
層

式
ダ
ン
プ
・
バ
ラ
配
送
方
式
と
し
て
お
り
毎
朝
構
成

員
の
牧
場
に
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
別
町
は
基

本
的
に
畑
作
が
盛
ん
で
、
構
成
員
も
元
々
は
小
麦
＆

酪
農
な
ど
兼
業
農
家
が
殆
ど
で
し
た
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
設
立
を
機
に
酪
農
特
化
へ
シ
フ
ト
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
代
表
の
大
和
田
氏
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
こ
れ
を
機
に
若
い
世

代
等
に
規
模
拡
大
を
行
っ
て
も
ら
い
、
酪
農
基
盤
の

強
化
を
行
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
等
、
将
来
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
㈲
中
島
生
産
組
合
と
い
う
中
札
内

村
に
あ
る
牧
場
へ
伺
い
ま
し
た
。
㈲
中
島
生
産
組

合
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
が
開
発
し
た
全
自

動
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
「
デ
ー

リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
（
※
以
下
、
Ｄ
Ｐ
Ｑ
）」
を
導
入
し
た

農
場
で
あ
り
、
昨
年
４
月
よ
り
稼
働
を
始
め
て
い
ま

す
。
総
頭
数
１
、２
８
０
頭
（
内
、経
産
牛
６
３
５
頭
）

規
模
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

後
か
ら
１
日
３
回
搾

乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
回
の
搾
乳
あ
た
り
は
４
時
間
半
程
度
と
の
こ
と

で
、
搾
乳
時
の
稼
働
人
員
は
３
名
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
、
牛
追
い
・
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
２
名
）
と
な
っ

て
お
り
、
か
な
り
の
省
力
化
効
果
が
見
込
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
搾
乳
時
、
異
常
が
あ
っ
て
も
乳
温

モ
ニ
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
監
視
装
置
で
す
ぐ
さ
ま

確
認
可
能
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
室
内
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
が
い
れ
ば
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｄ
Ｐ

Ｑ
」
は
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
新
型
シ
ン
グ
ル
ボ
ッ
ク
ス
ロ
ボ
ッ

ト
の
「
Ｒ
９
５
０
０
」
と
同
様
、
１
回
の
装
着
で
乳

頭
洗
浄
↓
前
搾
り
↓
搾
乳
ま
で
を
行
う
た
め
、
搾

乳
完
了
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
牧
場
等
で
あ
れ
ば
導
入
検
討

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
、
帯
広
方
面
で
２
か
所
も
の
先
進
地
を
研
修

す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
省
力
化
機
械
の
導
入
及
び

そ
れ
に
伴
う
規
模
拡
大
や
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
設

立
経
緯
や
運
営
方
法
は
こ
の
先
、
立
ち
上
げ
ま
た
は

建
設
を
検
討
し
て
い
る
組
合
員
さ
ん
や
組
織
に
と
っ

て
非
常
に
参
考
と
な
る
内
容
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
地
域
に
還
元
し
て
い
け
る

よ
う
な
実
り
あ
る
研
修
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
塘

　拓
人
）

　２
月
12
日（
水
）〜
13
日
（
木
）、
紋
別
市
農
畜
産
業
振
興
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
に
係
る
Ｒ
１
年
度
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
実
証
支
援
事
業
の
取
組
と
し
て
、
協
議

会
員
・
市
役
所
・
Ｊ
Ａ
職
員
併
せ
て
13
名
で
帯
広
方
面
先
進
地
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　「オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」
は
紋
別
市
６
戸
、
滝
上
町
１
戸
の
畜
産

農
家
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
肥
育
牛
を
年
間
３
、３
０
０
頭
ほ
ど
出
荷
し
て
お

り
ま
す
が
、
紋
別
市
・
滝
上
町
・
西
興
部
村
の
児
童
生
徒
に
地
元
産
牛

肉
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
中
学
校
に
給
食
の
食
材
と

し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
バ
ラ
肉
、
モ
モ
肉
、
計
90
㎏
を
提
供
し
12
月
12
日
に
紋
別
市
内

の
小
中
学
校
９
校
で「
は
ま
な
す
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　南
ヶ
丘
小
学
校
の
１
年
生
の
教
室
で
は
児
童
が
「
美
味
し
い
! !
」、「
毎

日
で
も
食
べ
た
い
! !
」
と
喜
び
な
が
ら
ハ

ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
平
ら
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
紋
別
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
「
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
は
、

子
供
の
食
育
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
場
面
で
地
元
食
材
を
活
用
し

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　今
後
も
地
元
産
の
安
心
で
安
全
な
食

材
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
食

育
活
動
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　尚
、
西
興
部
村
内
小
中
学
校
で
は
６
日

に
「
焼
肉
丼
」、
滝
上
町
内
小
中
学
校
で

は
11
日
に
「
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」
と
し
て
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」
を
学
校
給
食
と

し
て
提
供
し
ま
し
た
。（
文：古
屋

　将
志
）

　当
農
協
エ
リ
ア
内
の
小
中
学
校
の
給
食
に
『
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す

牛
』
を
提
供
致
し
ま
し
た
。

地
元
学
校
給
食
に

『
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
』提
供
!!

紋
別
市
農
畜
産
業
振
興
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

本
別
町
・
中
札
内
村
視
察
研
修

6
【全体運】 春がそこまで来ています。暖かくなってからすることの準備を先取りすると、幸運の呼び水に。新プラ

ンにツキ
【健康運】リラックスを心掛けて。温かい飲み物を
【幸運の食べ物】レモン



【家の光記事活用部門】
紋別支部 千葉眞喜子氏
「おしゃれなかぶりもの」

【手芸部門】
紋別支部 矢口二美氏＆上渚滑支部部員
「鶴の箸袋」「実用性のあるエコ折り紙」

【手芸部門】
滝上支部部員

「クラフト壁飾り」

【手芸部門】紋別支部部員
「きめこみパッチワーク
『クリスマスオーナメント』」

第
26
回

  

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・

家
の
光
大
会
開
催

　令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）〜
５
日（
水
）、
網
走
市
「
網
走

湖
荘
」
に
て
第
26
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
大
会
・
家
の
光

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
９
名
が
参
加
、
大
会
で
は
３
ヶ
年
毎
に
女
性

部
の
申
し
合
わ
せ
を
行
い
、
本
年
度
で
終
了
分
の
経
過
報
告
並

び
に
次
年
度
か
ら
の

申
し
合
わ
せ
事
項
の

決
定
、
各
種
報
告
・
発

表
・
講
演
・
研
修
を
こ

な
し
、
各
Ｊ
Ａ
女
性
部

員
達
と
交
流
を
深
め

研
修
し
て
参
り
ま
し

た
。
作
品
展
で
は
力
作

揃
い
で
、
当
Ｊ
Ａ
は
残

念
な
が
ら
優
秀
賞
は

逃
し
て
し
ま
い
し
た

が
、
多
く
の
方
に
見
て

頂
き
ま
た
。

（
文
：
大
関

　孝
子
）

5
【全体運】 ハプニング運ですがラッキー要素もいっぱい。予想外のことを楽しむ気持ちが開運につながります。臨

機応変に
【健康運】何でもやり過ぎず規則正しくを心掛けて
【幸運の食べ物】カラシナ

　１
日
目
は
、
本
別
町
に
あ
る
㈱
本
別
町
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。
同
社
は
Ｈ
29
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
を
活
用
し
整
備
し
た
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
30
年
９
月
よ
り
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
供
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
同
時
に
コ
ン
ト
ラ
会
社
（
Ｊ

Ａ
の
子
会
社
）
も
設
立
さ
れ
て
お
り
、
毎
日
の
ミ
キ

シ
ン
グ
か
ら
配
送
及
び
収
穫
作
業
は
コ
ン
ト
ラ
含
む

外
部
会
社
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
配
送
方
式
は
二
層

式
ダ
ン
プ
・
バ
ラ
配
送
方
式
と
し
て
お
り
毎
朝
構
成

員
の
牧
場
に
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
別
町
は
基

本
的
に
畑
作
が
盛
ん
で
、
構
成
員
も
元
々
は
小
麦
＆

酪
農
な
ど
兼
業
農
家
が
殆
ど
で
し
た
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
の
設
立
を
機
に
酪
農
特
化
へ
シ
フ
ト
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
代
表
の
大
和
田
氏
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
こ
れ
を
機
に
若
い
世

代
等
に
規
模
拡
大
を
行
っ
て
も
ら
い
、
酪
農
基
盤
の

強
化
を
行
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
等
、
将
来
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
㈲
中
島
生
産
組
合
と
い
う
中
札
内

村
に
あ
る
牧
場
へ
伺
い
ま
し
た
。
㈲
中
島
生
産
組

合
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
が
開
発
し
た
全
自

動
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
型
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
「
デ
ー

リ
ィ
プ
ロ
Ｑ
（
※
以
下
、
Ｄ
Ｐ
Ｑ
）」
を
導
入
し
た

農
場
で
あ
り
、
昨
年
４
月
よ
り
稼
働
を
始
め
て
い
ま

す
。
総
頭
数
１
、２
８
０
頭
（
内
、経
産
牛
６
３
５
頭
）

規
模
と
な
っ
て
お
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

後
か
ら
１
日
３
回
搾

乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
回
の
搾
乳
あ
た
り
は
４
時
間
半
程
度
と
の
こ
と

で
、
搾
乳
時
の
稼
働
人
員
は
３
名
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
、
牛
追
い
・
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
２
名
）
と
な
っ

て
お
り
、
か
な
り
の
省
力
化
効
果
が
見
込
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
搾
乳
時
、
異
常
が
あ
っ
て
も
乳
温

モ
ニ
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
監
視
装
置
で
す
ぐ
さ
ま

確
認
可
能
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
室
内
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
が
い
れ
ば
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｄ
Ｐ

Ｑ
」
は
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
新
型
シ
ン
グ
ル
ボ
ッ
ク
ス
ロ
ボ
ッ

ト
の
「
Ｒ
９
５
０
０
」
と
同
様
、
１
回
の
装
着
で
乳

頭
洗
浄
↓
前
搾
り
↓
搾
乳
ま
で
を
行
う
た
め
、
搾

乳
完
了
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
牧
場
等
で
あ
れ
ば
導
入
検
討

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
、
帯
広
方
面
で
２
か
所
も
の
先
進
地
を
研
修

す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
省
力
化
機
械
の
導
入
及
び

そ
れ
に
伴
う
規
模
拡
大
や
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
設

立
経
緯
や
運
営
方
法
は
こ
の
先
、
立
ち
上
げ
ま
た
は

建
設
を
検
討
し
て
い
る
組
合
員
さ
ん
や
組
織
に
と
っ

て
非
常
に
参
考
と
な
る
内
容
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
地
域
に
還
元
し
て
い
け
る

よ
う
な
実
り
あ
る
研
修
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
塘

　拓
人
）

　２
月
12
日（
水
）〜
13
日
（
木
）、
紋
別
市
農
畜
産
業
振
興
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
に
係
る
Ｒ
１
年
度
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
実
証
支
援
事
業
の
取
組
と
し
て
、
協
議

会
員
・
市
役
所
・
Ｊ
Ａ
職
員
併
せ
て
13
名
で
帯
広
方
面
先
進
地
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　「オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」
は
紋
別
市
６
戸
、
滝
上
町
１
戸
の
畜
産

農
家
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
肥
育
牛
を
年
間
３
、３
０
０
頭
ほ
ど
出
荷
し
て
お

り
ま
す
が
、
紋
別
市
・
滝
上
町
・
西
興
部
村
の
児
童
生
徒
に
地
元
産
牛

肉
の
美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
中
学
校
に
給
食
の
食
材
と

し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
年
は
バ
ラ
肉
、
モ
モ
肉
、
計
90
㎏
を
提
供
し
12
月
12
日
に
紋
別
市
内

の
小
中
学
校
９
校
で「
は
ま
な
す
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　南
ヶ
丘
小
学
校
の
１
年
生
の
教
室
で
は
児
童
が
「
美
味
し
い
! !
」、「
毎

日
で
も
食
べ
た
い
! !
」
と
喜
び
な
が
ら
ハ

ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
平
ら
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
紋
別
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
も
「
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
は
、

子
供
の
食
育
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
場
面
で
地
元
食
材
を
活
用
し

て
い
き
た
い
。」
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　今
後
も
地
元
産
の
安
心
で
安
全
な
食

材
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
食

育
活
動
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　尚
、
西
興
部
村
内
小
中
学
校
で
は
６
日

に
「
焼
肉
丼
」、
滝
上
町
内
小
中
学
校
で

は
11
日
に
「
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」
と
し
て
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」
を
学
校
給
食
と

し
て
提
供
し
ま
し
た
。（
文：古
屋

　将
志
）

　当
農
協
エ
リ
ア
内
の
小
中
学
校
の
給
食
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【全体運】 春がそこまで来ています。暖かくなってからすることの準備を先取りすると、幸運の呼び水に。新プラ
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　当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
38
名
の
お
客
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
愛

媛
松
山
空
港
に
到
着
後
、
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
松
山
城
を
観

光
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
道
後
温
泉
に
て
夕
食
と
温
泉
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
、長
時
間
の
飛
行
機
移
動
で
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
内
子
の
古
い
町
並
み
を
歩
い
て
見
学
し
な
が
ら
内
子
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
で
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
回
の

旅
行
メ
イ
ン
で
あ
る
観
光
列
車
（
伊
予
儺
も
の
が
た
り
）
に
乗
車
し
、大
儺
駅
・

下
儺
駅
・
松
山
駅
ま
で
約
２
時
間
移
動
し
な
が
ら
、
列
車
内
で
豪
華
な
ラ
ン

チ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
お
客
様
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　３
日
目
は
、
広
島
の
平
和
記
念
公
園
・
原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
、
お
昼
は

広
島
名
物
の
お
好
み
焼
き
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
の
雅

常
盤
（
湯
田
温
泉
）
に
移
動
し
、
食

事
後
に
名
物
女
将
の
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　最
終
日
は
、
瑠
螭
光
寺
・
五
重
塔
、

秋
吉
台
カ
ル
ス
ト
展
望
台
、
秋
芳
洞

を
観
光
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼

食
後
、
山
口
宇
部
空
港
か
ら
羽
田
空

港
、
女
満
別
空
港
に
無
事
到
着
致
し

ま
し
た
。

　来
年
も
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
旅
行
を
企
画
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
沢
山
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
文
：
高
西

　聴
久
）

　日
頃
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
を
対
象
に

し
た
「
観
光
列
車
（
伊
予
儺
も
の
が
た
り
）
優
雅
な
ラ
ン
チ
と
紅
葉
の
山
口

堪
能
」
を
11
月
13
日（
金
）〜
11
月
16
日（
月
）
に
実
施
致
し
ま
し
た
。

　２月８日（土）、流氷まつり会場にて今
年も消費拡大事業「ペットボトルでバター
作り体験」＆「ホットミルク・ミルクラン
ドグッズ無料配布」を開催致しました。
　１月下旬から現在にかけて各分野に影響
を及ぼしている新型コロナウイルス流行に
より、外国人等観光客も含めた来場者数の
減少が見受けられましたが、熱心な農業サ
ポーターの皆様に今年もたくさん来ていた

だき、情報発信や交流を実施することが出来ました。昨年以上に寒さが厳しく、ペットボトルの
バター作り完成まで時間もかかってしまい、ご迷惑をおかけした部分もございました。ただ同時
に、参加者の方と青年部員の会話する時間が、結果的に増えていた事もあり、消費拡大・消費
者との交流の目的を今年もしっかり果たす事ができたと感じております。
　参加された皆様と
ご協力いただいた関
係機関の皆様に感謝
申し上げます。
 （文：高野 大地）

「ペットボトルでバター作り体験」＆
 「ホットミルク・ミルクランドグッズ無料配布」
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【全体運】 行動的なほどツキに恵まれます。歓送迎会の計画を立てるなど、人と会う行事を大切に。うれしいハプ

ニングも
【健康運】筋力アップの好機。ハードな運動も◎
【幸運の食べ物】ツクシ
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Ｍ
Ｒ
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Ｍ
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Ｔ
Ｍ
Ｒ
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Ａ
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＆
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Ｔ
Ｍ
Ｒ
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っ
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ジ
ョ
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語
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。
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ロ
ー
タ
リ
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パ
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ラ
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搾
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ボ
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デ
ー

リ
ィ
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ロ
Ｑ
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※
以
下
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Ｄ
Ｐ
Ｑ
）」
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導
入
し
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農
場
で
あ
り
、
昨
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４
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稼
働
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総
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０
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牛
６
３
５
頭
）

規
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お
り
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ロ
ー
タ
リ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

後
か
ら
１
日
３
回
搾

乳
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
回
の
搾
乳
あ
た
り
は
４
時
間
半
程
度
と
の
こ
と

で
、
搾
乳
時
の
稼
働
人
員
は
３
名
（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
、
牛
追
い
・
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
２
名
）
と
な
っ

て
お
り
、
か
な
り
の
省
力
化
効
果
が
見
込
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
搾
乳
時
、
異
常
が
あ
っ
て
も
乳
温

モ
ニ
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
監
視
装
置
で
す
ぐ
さ
ま

確
認
可
能
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
室
内
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

１
名
が
い
れ
ば
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。「
Ｄ
Ｐ

Ｑ
」
は
Ｇ
Ｅ
Ａ
社
新
型
シ
ン
グ
ル
ボ
ッ
ク
ス
ロ
ボ
ッ

ト
の
「
Ｒ
９
５
０
０
」
と
同
様
、
１
回
の
装
着
で
乳

頭
洗
浄
↓
前
搾
り
↓
搾
乳
ま
で
を
行
う
た
め
、
搾

乳
完
了
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
お
り
、
大
規
模
牧
場
等
で
あ
れ
ば
導
入
検
討

の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
回
、
帯
広
方
面
で
２
か
所
も
の
先
進
地
を
研
修

す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
等
省
力
化
機
械
の
導
入
及
び

そ
れ
に
伴
う
規
模
拡
大
や
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
設

立
経
緯
や
運
営
方
法
は
こ
の
先
、
立
ち
上
げ
ま
た
は

建
設
を
検
討
し
て
い
る
組
合
員
さ
ん
や
組
織
に
と
っ

て
非
常
に
参
考
と
な
る
内
容
も
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
地
域
に
還
元
し
て
い
け
る

よ
う
な
実
り
あ
る
研
修
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
文
：
塘

　拓
人
）

　２
月
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日（
水
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13
日
（
木
）、
紋
別
市
農
畜
産
業
振
興
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議

会
に
係
る
Ｒ
１
年
度
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
実
証
支
援
事
業
の
取
組
と
し
て
、
協
議

会
員
・
市
役
所
・
Ｊ
Ａ
職
員
併
せ
て
13
名
で
帯
広
方
面
先
進
地
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　「オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」
は
紋
別
市
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戸
、
滝
上
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１
戸
の
畜
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タ
イ
ン
肥
育
牛
を
年
間
３
、３
０
０
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お
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別
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上
町
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興
部
村
の
児
童
生
徒
に
地
元
産
牛

肉
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美
味
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
小
中
学
校
に
給
食
の
食
材
と

し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
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お
り
ま
す
。
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は
バ
ラ
肉
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モ
モ
肉
、
計
90
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供
し
12
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紋
別
市
内

の
小
中
学
校
９
校
で「
は
ま
な
す
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
」が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
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ヶ
丘
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味
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! !
」、「
毎

日
で
も
食
べ
た
い
! !
」
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が
ら
ハ

ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
平
ら
げ
て
お
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
紋
別
市
学
校
給
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ン
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ー
か

ら
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地
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食
材
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給
食
は
、

子
供
の
食
育
に
つ
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が
っ
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
場
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地
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食
材
を
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用
し

て
い
き
た
い
。」
と
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お
り
ま
し
た
。

　今
後
も
地
元
産
の
安
心
で
安
全
な
食
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っ
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食
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し
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っ
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い
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た
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っ
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す
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６
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「
オ
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ツ
ク
は
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す
牛
」
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給
食
と

し
て
提
供
し
ま
し
た
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「ペットボトルでバター作り体験」＆
 「ホットミルク・ミルクランドグッズ無料配布」
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【全体運】 行動的なほどツキに恵まれます。歓送迎会の計画を立てるなど、人と会う行事を大切に。うれしいハプ

ニングも
【健康運】筋力アップの好機。ハードな運動も◎
【幸運の食べ物】ツクシ

数独応募用紙の下記にあります、「ご意見・ご感想をお聞かせ下
さい」欄に是非広報誌へのメッセージや日々のつぶやきなどをご
投稿下さい。たくさんの投稿をお待ちしております。
 ●総務部企画管理課　FAX：0158（23）7186

広報誌では、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しております。

●よい一年でありますように！！ ペンネーム：C・M
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開
催
日

　
　十二
月
二
十
日

《
報
告
事
項
》

① 

組
合
長
・
専
務
の
動
向
に
つ
い
て

② 

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

③ 

十
一
月
末
財
務
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

④ 

年
末
手
当
の
支
給
報
告
に
つ
い
て

⑤ 

地
区
別
懇
談
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑥ 

令
和
元
年
度
第
３
四
半
期
定
例
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

⑦ 

営
農
・
経
済
担
当
理
事
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑧ 

十
一
月
末
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

⑨ 

組
合
長
専
決
に
よ
る
貸
付
金
決
定
案
件
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報
告
に
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い
て

⑩ 

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係
る
報
告
に
つ
い
て

⑪ 

㈱
オ
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ー
ツ
ク
は
ま
な
す
育
成
牧
場
の
第
３
四
半
期
収
支

状
況
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《
協
議
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》
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出
資
金
の
持
分
譲
渡
に
つ
い
て
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規
程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③ 

令
和
二
年
度
以
降
の
役
員
報
酬
諮
問
案

④ 

役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑤ 

制
度
資
金
等
理
事
会
案
件
の
貸
付
に
つ
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て

❖
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二
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　理
事
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催
日

　
　一月
二
十
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日

《
報
告
事
項
》

① 

組
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長
・
専
務
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向
に
つ
い
て

② 

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

③ 

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

④ 

令
和
元
年
度
の
決
算
見
込
に
つ
い
て

⑤ 

総
務
担
当
理
事
委
員
会
及
び
営
農
・
経
済
担
当
理
事
委
員

会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑥ 

十
二
月
末
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

⑦ 

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係
る
報
告
に
つ
い
て

《
協
議
事
項
》

① 

出
資
金
の
持
分
譲
渡
に
つ
い
て

② 

令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

③ 

令
和
二
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
運
用
計
画（
案
）に

つ
い
て

④ 

令
和
二
年
度
固
定
資
産
・
リ
ー
ス
取
得
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤ 

令
和
二
年
度
内
部
監
査
計
画（
案
）並
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
実
践
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑥ 

令
和
二
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑦ 

平
成
二
十
九
年
度
北
海
道
常
例
検
査
指
摘
事
項
の
改

善
状
況
等
の
報
告（
案
）に
つ
い
て

⑧ 

令
和
二
年
度
信
用
限
度
に
伴
う
評
価
単
価
設
定
に
つ
い
て

⑨ 

令
和
二
年
度
理
事
に
対
す
る
手
形
貸
付
の
取
扱
基
準
に
つ

い
て

⑩ 

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

⑪ 

規
程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑫ 

役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑬ 

期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

⑭ 

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業（
機
械

リ
ー
ス
事
業
）申
請
に
つ
い
て

⑮
制
度
資
金
等
理
事
会
案
件
の
貸
付
に
つ
い
て

8
【全体運】 あちこちから声が掛かり、交通整理が大変かも。自分の意見をちゃんと伝えて。あいまいにしておくと

困ることに
【健康運】準備体操と休憩が大事。無理のない運動を
【幸運の食べ物】ルッコラ
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　当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
中
、
38
名
の
お
客
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
愛

媛
松
山
空
港
に
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着
後
、
専
門
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら
松
山
城
を
観

光
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
道
後
温
泉
に
て
夕
食
と
温
泉
を
お
楽
し

み
い
た
だ
き
、長
時
間
の
飛
行
機
移
動
で
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　２
日
目
は
、
内
子
の
古
い
町
並
み
を
歩
い
て
見
学
し
な
が
ら
内
子
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
で
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
回
の

旅
行
メ
イ
ン
で
あ
る
観
光
列
車
（
伊
予
儺
も
の
が
た
り
）
に
乗
車
し
、大
儺
駅
・

下
儺
駅
・
松
山
駅
ま
で
約
２
時
間
移
動
し
な
が
ら
、
列
車
内
で
豪
華
な
ラ
ン

チ
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
お
客
様
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　３
日
目
は
、
広
島
の
平
和
記
念
公
園
・
原
爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
、
お
昼
は

広
島
名
物
の
お
好
み
焼
き
を
堪
能
し
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た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
西
の
雅

常
盤
（
湯
田
温
泉
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に
移
動
し
、
食

事
後
に
名
物
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将
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シ
ョ
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を
楽
し

ん
で
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た
だ
き
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。
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光
寺
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吉
台
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台
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光
し
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昼

食
後
、
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口
宇
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空
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田
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港
、
女
満
別
空
港
に
無
事
到
着
致
し

ま
し
た
。

　来
年
も
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
旅
行
を
企
画
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
沢
山
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
（
文
：
高
西

　聴
久
）

　日
頃
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
を
対
象
に

し
た
「
観
光
列
車
（
伊
予
儺
も
の
が
た
り
）
優
雅
な
ラ
ン
チ
と
紅
葉
の
山
口

堪
能
」
を
11
月
13
日（
金
）〜
11
月
16
日（
月
）
に
実
施
致
し
ま
し
た
。

　２月８日（土）、流氷まつり会場にて今
年も消費拡大事業「ペットボトルでバター
作り体験」＆「ホットミルク・ミルクラン
ドグッズ無料配布」を開催致しました。
　１月下旬から現在にかけて各分野に影響
を及ぼしている新型コロナウイルス流行に
より、外国人等観光客も含めた来場者数の
減少が見受けられましたが、熱心な農業サ
ポーターの皆様に今年もたくさん来ていた

だき、情報発信や交流を実施することが出来ました。昨年以上に寒さが厳しく、ペットボトルの
バター作り完成まで時間もかかってしまい、ご迷惑をおかけした部分もございました。ただ同時
に、参加者の方と青年部員の会話する時間が、結果的に増えていた事もあり、消費拡大・消費
者との交流の目的を今年もしっかり果たす事ができたと感じております。
　参加された皆様と
ご協力いただいた関
係機関の皆様に感謝
申し上げます。
 （文：高野 大地）

「ペットボトルでバター作り体験」＆
 「ホットミルク・ミルクランドグッズ無料配布」
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【全体運】 行動的なほどツキに恵まれます。歓送迎会の計画を立てるなど、人と会う行事を大切に。うれしいハプ

ニングも
【健康運】筋力アップの好機。ハードな運動も◎
【幸運の食べ物】ツクシ

数独応募用紙の下記にあります、「ご意見・ご感想をお聞かせ下
さい」欄に是非広報誌へのメッセージや日々のつぶやきなどをご
投稿下さい。たくさんの投稿をお待ちしております。
 ●総務部企画管理課　FAX：0158（23）7186

広報誌では、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しております。

●よい一年でありますように！！ ペンネーム：C・M
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合
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専
務
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合
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催
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３
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催
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⑩ 
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に
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に
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⑪ 

㈱
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ー
ツ
ク
は
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す
育
成
牧
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の
第
３
四
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期
収
支

状
況
に
つ
い
て

《
協
議
事
項
》

① 

出
資
金
の
持
分
譲
渡
に
つ
い
て

② 

規
程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③ 

令
和
二
年
度
以
降
の
役
員
報
酬
諮
問
案

④ 

役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

⑤ 

制
度
資
金
等
理
事
会
案
件
の
貸
付
に
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て

❖
第
十
二
回

　理事
会

 

開
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日

　
　一月
二
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日

《
報
告
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項
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① 

組
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専
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の
動
向
に
つ
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て

② 
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員
の
異
動
に
つ
い
て

③ 

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

④ 

令
和
元
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度
の
決
算
見
込
に
つ
い
て

⑤ 

総
務
担
当
理
事
委
員
会
及
び
営
農
・
経
済
担
当
理
事
委
員

会
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開
催
報
告
に
つ
い
て

⑥ 

十
二
月
末
生
乳
生
産
状
況
に
つ
い
て

⑦ 

理
事
に
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す
る
資
金
の
貸
付
に
係
る
報
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に
つ
い
て

《
協
議
事
項
》

① 

出
資
金
の
持
分
譲
渡
に
つ
い
て

② 

令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

③ 

令
和
二
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
及
び
運
用
計
画（
案
）に

つ
い
て

④ 

令
和
二
年
度
固
定
資
産
・
リ
ー
ス
取
得
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑤ 

令
和
二
年
度
内
部
監
査
計
画（
案
）並
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
実
践
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑥ 
令
和
二
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑦ 
平
成
二
十
九
年
度
北
海
道
常
例
検
査
指
摘
事
項
の
改

善
状
況
等
の
報
告（
案
）に
つ
い
て

⑧ 

令
和
二
年
度
信
用
限
度
に
伴
う
評
価
単
価
設
定
に
つ
い
て

⑨ 

令
和
二
年
度
理
事
に
対
す
る
手
形
貸
付
の
取
扱
基
準
に
つ

い
て

⑩ 

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

⑪ 

規
程
類
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑫ 

役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑬ 

期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

⑭ 

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業（
機
械

リ
ー
ス
事
業
）申
請
に
つ
い
て

⑮
制
度
資
金
等
理
事
会
案
件
の
貸
付
に
つ
い
て
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【全体運】 あちこちから声が掛かり、交通整理が大変かも。自分の意見をちゃんと伝えて。あいまいにしておくと

困ることに
【健康運】準備体操と休憩が大事。無理のない運動を
【幸運の食べ物】ルッコラ

9
【全体運】 対人運が活発化。待っていた吉報も入りにっこりできそう。ただ交際費がかかるのが玉にきず。家計簿

を付けて
【健康運】ダンスやグループで楽しむスポーツが◎
【幸運の食べ物】シラス
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催
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【全体運】 あちこちから声が掛かり、交通整理が大変かも。自分の意見をちゃんと伝えて。あいまいにしておくと

困ることに
【健康運】準備体操と休憩が大事。無理のない運動を
【幸運の食べ物】ルッコラ

9
【全体運】 対人運が活発化。待っていた吉報も入りにっこりできそう。ただ交際費がかかるのが玉にきず。家計簿

を付けて
【健康運】ダンスやグループで楽しむスポーツが◎
【幸運の食べ物】シラス

10
【全体運】 問題続出で頭が痛いかも。失言には気を付けて。下旬から運勢は急上昇。相手を思いやる気持ちが困難

解消へ
【健康運】暴飲暴食に注意。漢方薬の効果に期待
【幸運の食べ物】タラの芽
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【全体運】 滞っていたことが進み出し波に乗れます。リーダーシップを発揮して◎。仲間外れをつくらない気遣い

で人気者に
【健康運】頑張りすぎないで。発熱、歯痛には注意
【幸運の食べ物】タケノコ
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【健康運】頑張りすぎないで。発熱、歯痛には注意
【幸運の食べ物】タケノコ
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～外国人実習生と住居～制度活用とお金のはなし～

外
国
人
技
能
実
習
と
は
？

　外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
、
技
能
や
技

術
又
は
知
識
の
開
発
途
上
地
域
へ
の
移
転

を
図
り
、
開
発
途
上
地
域
の
経
済
発
展
を

担
う
人
づ
く
り
に
寄
与
す
る
制
度
で
す
。

　受
入
人
数
は
、
制
度
開
始
以
降
増
え
続

け
全
道
で
１
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
（
図

１
）。
現
在
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
管
内

牧
場
で
は
、
約
１
０
０
人
の
実
習
生
が
働

い
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
今
後
も
増
え

続
け
る
見
込
み
で
す
。

　さ
て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
賃
金
と
住

居
費
用
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

住
居
費
は
い
く
ら
か
？

　左
の
表
に
、
実
習
生
に
必
要
な
住
居
経

費
例
を
示
し
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
も
資

材
費
や
運
搬
賃
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
取
り
扱
い
業
者
に
確
認
し

て
下
さ
い
。

　な
お
住
居
建
設
費
は
、
現
在
農
協
か
ら

建
設
費
の
10
％
上
限
２
０
０
万
円
ま
で
補

助
が
出
ま
す
。

　最
近
管
内
で
導
入
が
多
い
の
は
、
３
人

用
住
宅
で
各
個
人
部
屋
が
あ
り
、
共
有
ス

ペ
ー
ス
に
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
・
ト
イ
レ
が

あ
る
も
の
で
す
。
通
常
１
人
や
２
人
の
受

入
で
も
実
習
生
の
交
代
時
期
に
人
が
増
え

る
た
め
、
一
時
的
に
増
え
る
人
員
に
対
応

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　他
に
公
営
住
宅
や
自
宅
の
部
屋
を
利
用

す
る
事
も
可
能
で
す
。

図１　北海道の技能実習生数（日経新聞記事より）

　別海町㈲アグリスチールワークスからスーパーハウスを購入
した場合（TEL：0153-75-1320）

１ スーパーハウス関係経費
　①面積 24㎡（7.3 坪、13畳 １人用）の場合
　　380 万円＋税
　　　ユニットバス、キッチン、FF石油給湯器、
　　　トイレ付、分電盤（ストーブ無し）

　②面積 49㎡（15坪、27畳 ３人用）の場合
　　665 万円＋税
　　　付属品は同上
　　※ ただしその他運賃として①はトレーラー１台運送で500円／km

（紋別まで約13万円）、②はトレーラー２台分なのでさらに倍額。
　　※ 荷下ろしクレーンは現地手配で２～４時間程度、実費負担になる。

　③浄化槽工事、水回り、電気工事等
　　100 ～ 200 万円

２ 住居導入例
　例　１人雇用でハウス①を選んだ場合
　　ハウス経費＋　運賃　＋ その他経費 ＝　合計
　　 418 万円  ＋ 13 万円 ＋  150 万円   ＝ 581 万円
　　耐用年数 10年とすると約 58万円／年
　　※ただし家賃として月に１～２万円徴収できます。

● 住居に新築のための経費事例（2020 年価格）

12
【全体運】 お金の問題が持ち上がり慌てそう。冷静に対処すれば大丈夫です。防犯を心掛け家族で詐欺対策の話し

合いを
【健康運】質の良い睡眠が健康を支えてくれます
【幸運の食べ物】ニシン

人
件
費
は
い
く
ら
か
？

　住
居
の
他
に
、
人
件
費
に
つ
い
て
上
の

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
る
と
１
月
当
た
り
約
２
０
万

円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　そ
の
他
、
住
居
費
、
水
道
光
熱
費
、
保

険
料
は
本
人
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

　さ
ら
に
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

（w
ifi

）
は
必
須
の
よ
う
で
す
。

　ま
た
、
国
民
健
康
保
険
は
各
自
負
担
。

な
お
海
外
実
習
生
で
も
雇
用
主
は
労
災
保

険
に
入
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　現
在
入
国
管
理
局
の
審
査
が
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ご
検
討
の
方

は
、
研
修
制
度
を
利
用
す
る
１
年
く
ら
い

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

写真１　１人用スーパーハウス写真２　プレハブ連結ハウス３人用

写真３　ベトナム人実習生

Ⅰ 賃金内訳
　①初期経費　入国後１ヶ月研修費等
　　実習生講習手当　　　　50,000 円 ………………………………………………… A
　　　（他に冬期間のみ研修施設の暖房費のみ必要　４～５千円）
　　　 その他、講習通訳等諸経費、教材費、健康診断、受け入れ組合管理費等は、 

監理団体経費月額から負担するため、支払いはない。

　②北海道最低賃金　時給 861 円（９割くらいの方がこの賃金設定）
　　・超過勤務（時間外）861 円× 1.25 ＝時給 1,077 円
　　・ １週 40時間、年 2080 時間を基準とするので、それ以上は超過勤務扱い
　　・月額例　174 時間× 861 円 +30 時間× 1,077 円≒ 18.2 万円 ……………… B

　③ベトナム現地機関へ　月額 5,000 円、監理団体経費月額 5,000 円
　　　　　　　　　　　　　合計１万円………………………………………………… C

　④３年間に受けることが義務づけられている試験
　　技能実習１号から２号へ移行試験料　　1.5 万円
　　技能実習２号から３号へ移行試験料　　1.5 万円
　　　　　　　　　　　　　合計３万円………………………………………………… D

　⑤帰国費用　　　　　　　８～ 10万円程度 ………………………………………… E

Ⅱ 賃金とその他経費を含む受入負担額
　　３年当たり　A + B × 36ヶ月+ C × 36ヶ月+D+E ＝ 708 万円
　　１年当たり　約  236 万円　
　　１月当たり　約 19.7 万円

● ベトナム人実習生受入にかかる賃金 ～オホーツクはまなす農協の場合～

13
【全体運】 活発に動くほどラッキーに巡り合えます。外出、人と会う予定を優先して。ショッピング運も好調。く

じ運あり
【健康運】新しい健康法を試してみましょう
【幸運の食べ物】ナバナ
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　　・超過勤務（時間外）861 円× 1.25 ＝時給 1,077 円
　　・ １週 40時間、年 2080 時間を基準とするので、それ以上は超過勤務扱い
　　・月額例　174 時間× 861 円 +30 時間× 1,077 円≒ 18.2 万円 ……………… B

　③ベトナム現地機関へ　月額 5,000 円、監理団体経費月額 5,000 円
　　　　　　　　　　　　　合計１万円………………………………………………… C

　④３年間に受けることが義務づけられている試験
　　技能実習１号から２号へ移行試験料　　1.5 万円
　　技能実習２号から３号へ移行試験料　　1.5 万円
　　　　　　　　　　　　　合計３万円………………………………………………… D

　⑤帰国費用　　　　　　　８～ 10万円程度 ………………………………………… E

Ⅱ 賃金とその他経費を含む受入負担額
　　３年当たり　A + B × 36ヶ月+ C × 36ヶ月+D+E ＝ 708 万円
　　１年当たり　約  236 万円　
　　１月当たり　約 19.7 万円

● ベトナム人実習生受入にかかる賃金 ～オホーツクはまなす農協の場合～

13
【全体運】 活発に動くほどラッキーに巡り合えます。外出、人と会う予定を優先して。ショッピング運も好調。く

じ運あり
【健康運】新しい健康法を試してみましょう
【幸運の食べ物】ナバナ

　以
上
か
ら
、
小
さ
な
膵
臓
癌
を
発
見
す

る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
う
ち
危
険
因
子
を
有
し
て
方

に
対
し
て
は
、
外
来
で
比
較
的
簡
単
に
施

行
可
能
な
エ
コ
ー
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行

う
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
ら
の
検
査
で
異

常
所
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
た

際
に
は
、
超
音
波
内
視
鏡
（
ラ
ジ
ア
ル
型
）

検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
施
行
す
る
べ
き
と

考
え
る
。
さ
ら
に
必
要
が
あ
れ
ば
、
入
院

の
上
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
や
超
音
波
内
視
鏡
（
コ

ン
ベ
ッ
ク
ス
型
）
を
用
い
て
組
織
検
査
を

行
う
こ
と
が
重
要
を
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

症
状
が
な
く
と
も
、
特
に
危
険
因
子
を
有

し
て
い
る
方
は
、
最
低
で
も
年
１
回
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
す
る
。

２
． 

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
　遠
軽
厚
生
病

院
の
取
り
組
み

　当
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
任
意
型
の

人
間
ド
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
令
和
元
年
７

月
か
ら
膵
臓
癌
、
胆
の
う
癌
、
胆
管
癌
の

早
期
発
見
を
目
指
し
て
、
特
殊
な
採
血
、

超
音
波
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
う
、
膵

臓
・
胆
嚢
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
令
和
元
年
８
月
に
、
内
視
鏡
の
中

　前
回
に
引
き
続
き
お
読
み
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
の
続
き

で
膵
臓
に
関
わ
る
お
話
で
す
。
前
回
の
内

容
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
な
い
方
は
是
非
、

前
回
の
内
容
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
． 

早
期
膵
癌
発
見
の
た
め
の
診
断
体
系

に
関
す
る
検
討

　２
０
０
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
０
年
12

月
ま
で
の
間
に
、
旭
川
厚
生
病
院
消
化
器

科
で
経
験
し
た
20

　

mm
以
下
の
小
さ
な
膵
臓

癌
（
Ｔ
Ｓ
１
）
膵
癌
患
者
18
例
に
関
し
、

施
行
さ
れ
た
検
査
を
検
討
し
、
早
期
膵
癌

発
見
を
導
く
た
め
の
画
像
診
断
の
有
用
性

を
検
討
し
た
。

① 

Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
の
発
見
契
機
と
な
っ

た
画
像
診
断

　エ
コ
ー
検
査
が
22
・
２
％
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
55
・
６
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

外
来
で
も
容
易
に
検
査
が
で
き
る
Ｃ
Ｔ
検

査
が
発
見
契
機
と
な
る
こ
と
が
多
い
状
況

で
あ
っ
た
。

② 

Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
に
対
す
る
各
画
像
診

断
の
腫
瘍
描
出
能

　各
種
画
像
の
腫
瘍
描
出
率
は
Ｃ
Ｔ
が

81
・
１
％
、
Ｅ
Ｕ
Ｓ
が
１
０
０
％
と
両
者

の
腫
瘍
描
出
能
は
非
常
に
高
い
と
い
う
現

状
で
あ
っ
た
が
、
エ
コ
ー
検
査
を
施
行
し

た
90
・
９
％
で
、
直
接
ま
た
は
間
接
所
見

を
捉
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
エ
コ
ー
検
査

も
小
さ
な
膵
臓
癌
を
発
見
す
る
手
段
と
し

て
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。

③
Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
所
見
に
関

す
る
検
討

　小
さ
な
膵
臓
癌
に
対
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
異
常

集
積
率
は
、
進
行
癌
に
比
べ
有
意
に
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
小
膵
癌
発

見
に
有
用
と
は
断
言
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

に
細
い
電
子
ス
コ
ー
プ
を
通
し
て
、
総
胆

管
、
膵
管
に
そ
の
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
、

総
胆
管
、
膵
管
内
部
の
詳
細
な
変
化
が
観

察
可
能
な
機
器
を
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の

他
の
医
療
機
関
に
先
駆
け
て
購
入
予
定
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
粘
膜
面
に
生
じ

る
非
常
に
早
期
の
変
化
も
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
異
常
部
位
の
確
実
な
組
織
採
取
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
総
胆
管

や
膵
臓
の
良
悪
性
診
断
や
早
期
胆
管
癌
や

早
期
膵
臓
癌
の
確
実
な
診
断
、
さ
ら
に
は

癌
の
広
が
り
に
対
す
る
正
確
な
診
断
が
十

分
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
３
．
ま
と
め

・ 

膵
臓
癌
は
、
発
見
し
づ
ら
く
、
治
り
に

く
い
病
気
で
あ
る
が
、
早
期
発
見
に
よ

り
完
治
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

・ 

診
断
方
法
に
は
、
一
長
一
短
が
あ
る
た

め
、
い
ろ
い
ろ
な
検
査
を
組
み
合
わ
せ

る
事
に
よ
り
診
断
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

・ 

遠
軽
厚
生
病
院
で
は
、
膵
臓
癌
を
早
期

に
発
見
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
積

極
的
に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ま
た
最
新

の
医
療
機
器
を
導
入
し
て
、
早
期
膵
癌

発
見
に
努
め
て
い
る
。

「
我
が
国
に
お
け
る
膵
臓
癌
診
断
の
現
状
と

 

早
期
膵
臓
癌
発
見
の
ポ
イ
ン
ト
」 

　
　
　
　
　
　
〜
後
編
〜

 

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連 

遠
軽
厚
生
病
院
内
科

　栁
川

　伸
幸
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人
件
費
は
い
く
ら
か
？

　住
居
の
他
に
、
人
件
費
に
つ
い
て
上
の

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　こ
れ
に
よ
る
と
１
月
当
た
り
約
２
０
万

円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　そ
の
他
、
住
居
費
、
水
道
光
熱
費
、
保

険
料
は
本
人
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

　さ
ら
に
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

（w
ifi

）
は
必
須
の
よ
う
で
す
。

　ま
た
、
国
民
健
康
保
険
は
各
自
負
担
。

な
お
海
外
実
習
生
で
も
雇
用
主
は
労
災
保

険
に
入
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　現
在
入
国
管
理
局
の
審
査
が
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ご
検
討
の
方

は
、
研
修
制
度
を
利
用
す
る
１
年
く
ら
い

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

写真１　１人用スーパーハウス写真２　プレハブ連結ハウス３人用

写真３　ベトナム人実習生

Ⅰ 賃金内訳
　①初期経費　入国後１ヶ月研修費等
　　実習生講習手当　　　　50,000 円 ………………………………………………… A
　　　（他に冬期間のみ研修施設の暖房費のみ必要　４～５千円）
　　　 その他、講習通訳等諸経費、教材費、健康診断、受け入れ組合管理費等は、 

監理団体経費月額から負担するため、支払いはない。

　②北海道最低賃金　時給 861 円（９割くらいの方がこの賃金設定）
　　・超過勤務（時間外）861 円× 1.25 ＝時給 1,077 円
　　・ １週 40時間、年 2080 時間を基準とするので、それ以上は超過勤務扱い
　　・月額例　174 時間× 861 円 +30 時間× 1,077 円≒ 18.2 万円 ……………… B

　③ベトナム現地機関へ　月額 5,000 円、監理団体経費月額 5,000 円
　　　　　　　　　　　　　合計１万円………………………………………………… C

　④３年間に受けることが義務づけられている試験
　　技能実習１号から２号へ移行試験料　　1.5 万円
　　技能実習２号から３号へ移行試験料　　1.5 万円
　　　　　　　　　　　　　合計３万円………………………………………………… D

　⑤帰国費用　　　　　　　８～ 10万円程度 ………………………………………… E

Ⅱ 賃金とその他経費を含む受入負担額
　　３年当たり　A + B × 36ヶ月+ C × 36ヶ月+D+E ＝ 708 万円
　　１年当たり　約  236 万円　
　　１月当たり　約 19.7 万円

● ベトナム人実習生受入にかかる賃金 ～オホーツクはまなす農協の場合～
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【全体運】 活発に動くほどラッキーに巡り合えます。外出、人と会う予定を優先して。ショッピング運も好調。く

じ運あり
【健康運】新しい健康法を試してみましょう
【幸運の食べ物】ナバナ

　以
上
か
ら
、
小
さ
な
膵
臓
癌
を
発
見
す

る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た

患
者
さ
ん
の
う
ち
危
険
因
子
を
有
し
て
方

に
対
し
て
は
、
外
来
で
比
較
的
簡
単
に
施

行
可
能
な
エ
コ
ー
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行

う
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
ら
の
検
査
で
異

常
所
見
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
た

際
に
は
、
超
音
波
内
視
鏡
（
ラ
ジ
ア
ル
型
）

検
査
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
施
行
す
る
べ
き
と

考
え
る
。
さ
ら
に
必
要
が
あ
れ
ば
、
入
院

の
上
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
や
超
音
波
内
視
鏡
（
コ

ン
ベ
ッ
ク
ス
型
）
を
用
い
て
組
織
検
査
を

行
う
こ
と
が
重
要
を
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

症
状
が
な
く
と
も
、
特
に
危
険
因
子
を
有

し
て
い
る
方
は
、
最
低
で
も
年
１
回
の
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
す
る
。

２
． 

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
　遠
軽
厚
生
病

院
の
取
り
組
み

　当
院
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
任
意
型
の

人
間
ド
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
、
令
和
元
年
７

月
か
ら
膵
臓
癌
、
胆
の
う
癌
、
胆
管
癌
の

早
期
発
見
を
目
指
し
て
、
特
殊
な
採
血
、

超
音
波
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
う
、
膵

臓
・
胆
嚢
ド
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

　ま
た
令
和
元
年
８
月
に
、
内
視
鏡
の
中

　前
回
に
引
き
続
き
お
読
み
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
の
続
き

で
膵
臓
に
関
わ
る
お
話
で
す
。
前
回
の
内

容
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
な
い
方
は
是
非
、

前
回
の
内
容
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
． 

早
期
膵
癌
発
見
の
た
め
の
診
断
体
系

に
関
す
る
検
討

　２
０
０
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
０
年
12

月
ま
で
の
間
に
、
旭
川
厚
生
病
院
消
化
器

科
で
経
験
し
た
20

　

mm
以
下
の
小
さ
な
膵
臓

癌
（
Ｔ
Ｓ
１
）
膵
癌
患
者
18
例
に
関
し
、

施
行
さ
れ
た
検
査
を
検
討
し
、
早
期
膵
癌

発
見
を
導
く
た
め
の
画
像
診
断
の
有
用
性

を
検
討
し
た
。

① 

Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
の
発
見
契
機
と
な
っ

た
画
像
診
断

　エ
コ
ー
検
査
が
22
・
２
％
、
Ｃ
Ｔ
検
査

が
55
・
６
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、

外
来
で
も
容
易
に
検
査
が
で
き
る
Ｃ
Ｔ
検

査
が
発
見
契
機
と
な
る
こ
と
が
多
い
状
況

で
あ
っ
た
。

② 

Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
に
対
す
る
各
画
像
診

断
の
腫
瘍
描
出
能

　各
種
画
像
の
腫
瘍
描
出
率
は
Ｃ
Ｔ
が

81
・
１
％
、
Ｅ
Ｕ
Ｓ
が
１
０
０
％
と
両
者

の
腫
瘍
描
出
能
は
非
常
に
高
い
と
い
う
現

状
で
あ
っ
た
が
、
エ
コ
ー
検
査
を
施
行
し

た
90
・
９
％
で
、
直
接
ま
た
は
間
接
所
見

を
捉
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
エ
コ
ー
検
査

も
小
さ
な
膵
臓
癌
を
発
見
す
る
手
段
と
し

て
非
常
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

る
。

③
Ｔ
Ｓ
１
膵
癌
症
例
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
所
見
に
関

す
る
検
討

　小
さ
な
膵
臓
癌
に
対
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
異
常

集
積
率
は
、
進
行
癌
に
比
べ
有
意
に
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
小
膵
癌
発

見
に
有
用
と
は
断
言
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

に
細
い
電
子
ス
コ
ー
プ
を
通
し
て
、
総
胆

管
、
膵
管
に
そ
の
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
、

総
胆
管
、
膵
管
内
部
の
詳
細
な
変
化
が
観

察
可
能
な
機
器
を
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の

他
の
医
療
機
関
に
先
駆
け
て
購
入
予
定
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
粘
膜
面
に
生
じ

る
非
常
に
早
期
の
変
化
も
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、
異
常
部
位
の
確
実
な
組
織
採
取
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
総
胆
管

や
膵
臓
の
良
悪
性
診
断
や
早
期
胆
管
癌
や

早
期
膵
臓
癌
の
確
実
な
診
断
、
さ
ら
に
は

癌
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が
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が
十

分
期
待
で
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。
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．
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が
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よ
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。
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期
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取
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療
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器
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早
期
膵
癌

発
見
に
努
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。
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　今年は例年より雪が少ない年となりました。最近はだんだんと暖かくなり、日も長くなり始め、

雪があまり積もることなく春が近づいてきましたね。

　最近、流行っている新型コロナウイルスですが、とうとうオホーツク管内にも被害が出始めてき

てしまいました。外を出歩く時はマスクをし、消毒をするなどの対策を行って感染には十分注意し

てください。 企画管理課　犬伏

頭の体操！数独！！ vol.
40

いつも広報誌をご覧頂きありがとうございます。「頭の体操！数独！！」です。応募人数が少なく当選
確率は高いので、どしどしご応募下さい。ご参加頂きました皆様の中から抽選で５名の方に素敵なプレ
ゼントをお送り致します。多数のチャレンジをお待ちしております。

広報誌に折込んである解答用紙に答えと氏名等をご記入頂き、解答用紙に記載してある番
号へ FAX 又は各支店窓口にて締切日までにご応募下さい。ご応募の際はアンケートのご
協力も合わせてお願い致します。 ※このコーナーは組合員様のみを対象としております。

13（６+７）

プレゼントが当たるチャンスです！！どしどしご応募ください♪

※当選された方には職員が直接商品をお届け致します。

応 募 方 法

前谷智恵子（紋　別）　栁田　こと（紋　別）
山下　千草（滝　上）　江川　敏弘（西興部）
古川　　涼（西興部）

１月号当選者

　二重枠に入った数字の合計はいくつ？
　※回答用紙に例題による回答がありますので、ご参考下さい。

問　題

１． 空いているマスに、１から９までの数字のどれかを入
れます。

２． タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた３×３の
ブロック（それぞれ９マスあるブロックが９つ）のいず
れかにも１から９までの数字が１つずつ入ります。

ルール説明

締切日　令和２年３月31日（火）

前回の答え

今回のプレゼントは今回のプレゼントは今回のプレゼントは 滝上産 アスパラ滝上産 アスパラ滝上産 アスパラ
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